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年
　  

月
　  

日
¨ 

　 

時
　
分
開
演

津
田
ホ
ー
ル

［
主
催
］│
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

［
後
援
］│︿
社
﹀全
日
本
ピ
ア
ノ
指
導
者
協
会
　︿
財
﹀日
独
協
会
　

 

　
　 

│
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス・
プ
ロ
モ
ー
ト
　︿
株
﹀平
凡
社

［
協
力
］│
楽
友
会
フ
ロ
イ
デ

『
ベ
ー
ト
ー
ヴェンの
生
涯
』を
聴
く
…
…
…《
悲
愴
》か
ら

　  
　    

《
ディアベリ
変
奏
曲
》へ

青

木

や

よ

ひ

追

悼

レ

ク

チ

ャ

ー

＆

コ

ン

サ

ー

ト



÷

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ほ
ど
先
入
観
に
染
め
あ
げ
ら
れ
た
作
曲
家
は
少
な
い
だ
ろ
う
。

気
難
し
い
英
雄
的
音
楽
家
と
い
っ
た
人
間
像
だ
け
で
は
な
く
、

そ
う
し
た
偏
見
に
も
と
づ
く
演
奏
様
式
が
会
場
に
あ
る
い
は
Ｃ
Ｄ
に
溢
れ
て
い
る
。

生
涯
も
作
品
も
研
究
さ
れ
つ
く
し
て
い
る
、
と
い
う
偏
見
も
根
強
い
。

だ
が
は
た
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。

÷

百
年
以
上
も
謎
と
さ
れ
て
き
た「
不
滅
の
恋
人
」問
題
を
解
決
し
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
青
木
や
よ
ひ
に
よ
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
権
威
あ
る
伝
記
や
研
究
書
に
も

い
ま
だ
に
誤
り
が
多
い
し
、
な
に
よ
り
も
そ
う
し
た
先
入
観
を

無
意
識
の
前
提
と
す
る
た
め
、
事
実
の
脈
絡
や
解
釈
を
取
り
違
え
て
い
る
。

つ
ま
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
に
わ
た
る
内
面
の
成
長
や
動
き
が
ま
っ
た
く

伝
わ
っ
て
こ
な
い
し
、
そ
れ
が
い
か
に
深
く
作
品
に
反
映
し
て
い
る
か
語
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

÷

逆
に
白
紙
か
ら
出
発
し
、
彼
の
内
面
の
軌
跡
を
事
実
を
手
が
か
り
に

辿
っ
て
い
け
ば
、
お
の
ず
か
ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
き
生
き
と
し
た
人
間
像
と
、

そ
の
奥
深
い
表
現
と
し
て
の
諸
作
品
の
本
質
や
様
式
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
と
も
い
う
。

÷

そ
の
成
果
が『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』（
平
凡
社
新
書
）で
あ
る
だ
ろ
う
。

出
版
を
目
前
に
著
者
は
死
去
し
た
が
、
青
木
や
よ
ひ
を
追
悼
す
る
と
と
も
に
、

そ
こ
に
提
示
さ
れ
た
新
し
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
を
呼
び
起
こ
す
に
ふ
さ
わ
し
い

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
が
こ
の〈『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
』を
聴
く
〉で
あ
る
。

÷

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
作
曲
を
志
し
た
と
い
う

世
界
的
な
作
曲
家
西
村
朗
氏
と
、
こ
れ
も
現
代
作
品
の
演
奏
で
世
界
的
名
声
を
も
つ

ピ
ア
ニ
ス
ト
高
橋
ア
キ
氏
を
迎
え
、
初
期
を
代
表
す
る
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ《
悲
愴
》と
、

事
実
上
の
最
後
の
ピ
ア
ノ
作
品《
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
ワ
ル
ツ
の
主
題
に
よ
る
三
三
の
変
奏
曲
》を

軸
と
し
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
ま
つ
わ
る
先
入
観
の
暗
雲
を
吹
き
払
う
さ
わ
や
か
な

レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
繰
り
ひ
ろ
げ
た
い
。

1
『
ベー
ト
ー
ヴェンの
生
涯
』を
聴
く
…
…
…
…
北
沢
方
邦!

高
橋
ア
キ 

た
か
は
し
あ
き

東
京
藝
術
大
学
卒
業
、
同

大
学
院
修
了
。
日
本
を
代

表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
特

に
現
代
作
品
演
奏
で
は
世

界
的
に
高
い
評
価
を
得
て

い
る
。

近
年
の
活
動
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
開
始
さ
れ
た︿
ピ
ア
ノ・
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ

ク
﹀シ
リ
ー
ズ
の
成
果
に
よ
り
、
〇
三
年
に
第
二
一
回
中
島
健
蔵
賞
を
受
賞
。

〇
六
年
秋
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
フ
ェ
ル
ド
マ
ン
作
品
に
よ
る
リ
サ
イ
タ
ル
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
〇
六
年
度
の
ベ
ス
ト・コ
ン
サ
ー
ト
の
一
つ
に
選

ば
れ
た
。
C
D
と
し
て
リ
リ
ー
ス
し
た︽
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト・
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
集
︾

と﹁
モ
ー
ト
ン・
フ
ェ
ル
ド
マ
ン・
ト
リ
オ
﹂コ
ン
サ
ー
ト
の
演
奏
で
、
平
成
一
九
年

度︵
第
五
八
回
︶芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
C
D ︽
危
険
な
夜　

高
橋
ア
キ・
プ
レ
イ
ズ・
ジ
ョ
ン・
ケ
ー
ジ
︾が
平
成
二
〇
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
優

秀
賞
受
賞
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
七
七
年
、
ボ
ン
で
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
百
五
十
年
祭
に
招
か
れ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
メ
シ
ア
ン
を
演
奏
、
好
評
を
得

る
。
青
木
や
よ
ひ
の﹃
遥
か
な
る
恋
人
に̶

̶

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン・
愛
の
軌
跡
﹄

出
版
記
念
会︵
九
一
年
︶で
は
作
品
一
〇
九
の
ピ
ア
ノ・
ソ
ナ
タ
を
演
奏
す
る
。

青
木
は
ま
た︽
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾を
高
橋
の
演
奏
で
聴
く
こ
と
を
強
く
希

望
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
高
橋
に
と
っ
て
も
念
願
の
こ
と
で
あ
り
、
今
回
の

コ
ン
サ
ー
ト
は
二
人
の
意
思
の
幸
運
な
出
会
い
か
ら
実
現
し
た
。

北
沢
方
邦 

き
た
ざ
わ
ま
さ
く
に

音
楽
社
会
学
、
科
学
認
識

論
、
構
造
人
類
学
専
攻
。

桐
朋
学
園
大
学
教
授
、
信

州
大
学
教
授
、
神
戸
芸
術

工
科
大
学・
同
大
学
院
教

授
を
経
て
、
現
在
信
州
大

学
名
誉
教
授
。

音
楽
社
会
学
の
著
書
に﹃
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
音
﹄︵
新
芸
術
社
︶、﹃
北
沢
方

邦　

音
楽
入
門
﹄︵
平
凡
社
︶な
ど
。
科
学
認
識
論
関
係
の
著
書
に﹃
知
と
宇
宙

の
波
動
﹄︵
平
凡
社
︶、﹃
近
代
科
学
の
終
焉
﹄︵
藤
原
書
店
︶な
ど
。
構
造
人
類

学
関
係
の
著
書
に﹃
天
と
海
か
ら
の
使
信
﹄︵
朝
日
出
版
社
︶、﹃
日
本
神
話
の

コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
﹄﹃
歳
時
記
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
﹄﹃
古
事
記
の
宇
宙
論
﹄︵
い
ず
れ
も

平
凡
社
︶、﹃
感
性
と
し
て
の
日
本
思
想
﹄︵
藤
原
書
店
︶な
ど
。

青
木
や
よ
ひ
の
五
十
五
年
に
及
ぶ
つ
れ
あ
い
。
二
〇
〇
六
年
よ
り
二
人
し
て

﹁
知
と
文
明
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
﹂を
主
宰
す
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
に
は
近

代
社
会
や
文
明
の
限
界
を
超
え
る
力
が
あ
る
と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。

西
村
朗 

に
し
む
ら
あ
き
ら

大
阪
市
に
生
ま
れ
る
。
東

京
藝
術
大
学
卒
業
、
同
大

学
院
修
了
。
現
代
日
本
の

作
曲
界
を
牽
引
す
る
作
曲

家
。
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
作
曲
部

門
大
賞
や
ル
イ
ジ・
ダ
ル
ッ
ラ
ピ
ッ
コ
ラ
作
曲
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
海
外
で

も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

近
年
の
受
賞
は
、
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
音
楽
賞︵
二
〇
〇
一
年
︶、
第
三
回
別

宮
賞︵
〇
二
年
︶、
第
三
六
回︵
〇
四
年
度
︶サ
ン
ト
リ
ー
音
楽
賞
、
第
四
七
回

毎
日
芸
術
賞︵
〇
五
年
︶等
。
〇
二
年
度
芸
術
祭
大
賞
に︽
ア
ル
デ
ィ
ッ
テ
ィ

S
Q
プ
レ
イ
ズ
西
村
朗︵
西
村
朗
作
品
集
5
︶︾が
、
〇
五
年
度
芸
術
祭
優
秀

賞
に︽
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
シ
ス
･
西
村
朗
室
内
交
響
曲
︾が
選
ば
れ
る
。

作
曲
家
を
志
し
た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
の
出
会
い
に
よ
る
。
ま
た
、
青

木
や
よ
ひ
が
現
世
で
聴
い
た
最
後
の
音
楽
は
、
西
村
の
作
品︽
プ
ン
ダ
リ
ー

カ︵
白
蓮
︶︾︵
〇
九
年
作
曲
︶で
あ
っ
た
。

現
在
東
京
音
楽
大
学
教
授
、
い
ず
み
シ
ン
フ
ォ
ニ
エ
ッ
タ
大
阪
の
音
楽
監
督
。

〇
三
年
よ
り
N
H
K
│
F
M﹁
現
代
の
音
楽
﹂の
解
説
を
六
年
間
行
い
、
〇
九

年
よ
り
同
教
育
テ
レ
ビ﹁
N
響
ア
ワ
ー
﹂の
司
会
を
務
め
る
。

︵
写
真
│
Ⓒ
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ
／
撮
影
大
窪
道
治
︶

プログ
ラム

プ
ロ
グ
ラ
ム
1 1

鼎
談!

﹃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
﹄を
め
ぐ
っ
て

北
沢
方
邦・西
村
朗・高
橋
ア
キ

プ
ロ
グ
ラ
ム
2 1

演
奏!

ベー
ト
ー
ヴェン

《
ピ
アノ・ソ
ナ
タ
第
八
番〈
悲
愴
〉》

作
品
一
三

［
ピ
ア
ノ
］…
高
橋
ア
キ

│ 

休
憩 

│

プ
ロ
グ
ラ
ム
3 1

対
談!

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
作
品
を
め
ぐ
っ
て

北
沢
方
邦・西
村
朗

プ
ロ
グ
ラ
ム
4 1

演
奏!

ベー
ト
ー
ヴェン

《
ディ
ア
ベリ
の
ワ
ル
ツ
の
主
題
に
よ
る

三
三
の
変
奏
曲
》作
品
一
二
〇

［
ピ
ア
ノ
］…
高
橋
ア
キ

出演
者

プロフ
ィール

23



÷

時
代
を
先
駆
け
る
も
の
は
つ
ね
に
孤
独
で
あ
る
。
青
木
や
よ
ひ
も
例
外
で
は
な
い
。

÷

昔
、
若
い
有
力
な
執
筆
者
た
ち
を
囲
い
込
も
う
と
、
丸
山
真
男
や
辻
清
明
や
日
高
六
郎

な
ど
を
連
ね
て
み
す
ず
書
房
が
結
成
し
た﹁
柊

ひ
い
ら
ぎ会
﹂と
い
う
会
が
あ
り
、
定
期
的
に
会
合
を

開
い
て
い
た
。
世
話
係
の
青
木
に
つ
い
た
仇
名
が
、﹁
柊
会
の
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
﹂で
あ
る
。

あ
ま
り
に
も
鋭
い
直
観
と
感
性
で
、
し
ば
し
ば
預
言
的
な
言
辞
を
発
し
た
が
た
め
に
彼
ら
が

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

÷

そ
の
鋭
さ
は
終
生
変
わ
ら
な
い
。
だ
が
こ
の
鋭
い
思
考
力
を
研
ぎ
澄
ま
す
ま
で
は
、
多

彩
な
経
験
を
積
ん
だ
。
東
京
薬
科
専
門
学
校︵
現
大
学
︶在
席
中
か
ら
の
演
劇
活
動
が
卒
業

後
も
つ
づ
き
、
芥
川
比
呂
志
や
荒
木
道
子
ら
の﹁
麦
の
会
﹂に
し
ば
ら
く
所
属
し
て
い
た
。

だ
が
い
わ
ゆ
る
新
劇
に
飽
き
足
ら
ず
、
映
画
界
の
門
も
叩
き
、
映
画
シ
ナ
リ
オ
に
も
筆
を
染

め
、
演
劇
や
オ
ペ
ラ
の
演
出
家
を
も
志
し
た
よ
う
だ
。
演
劇
に
つ
い
て
は
、
の
ち
に
ジ
ャ

ン・ル
イ・バ
ロ
ー
の
演
出
に
よ
る
ク
ロ
ー
デ
ル﹃
ク
リ
ス
ト
フ・コ
ロ
ン
﹄や
ト
レ
ヴ
ァ
ー・ナ

ン
演
出
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア﹃
冬
物
語
﹄、
あ
る
い
は
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
ル
ー
ク
の﹃
マ
ハ
ー
バ

ー
ラ
タ
﹄に
感
動
し
た
と
き
、
日
本
の
演
劇
に
決
定
的
に
欠
け
て
い
た
も
の
を
自
覚
し
、
そ

こ
に
長
い
あ
い
だ
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
の
は
正
し
い
選
択
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
た
。

÷

結
局
そ
の
鋭
さ
は
、
文
筆
で
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
往
々
に
し
て
観

念
が
先
行
し
が
ち
な
文
筆
活
動
で
も
、
彼
女
の
な
か
で
先
行
す
る
の
は
直
観
と
感
性
で
あ

り
、
他
者
の
言
辞
で
も
身
体
的
に
納
得
で
き
な
い
も
の
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
理
論
的
に

手
の
込
ん
だ
言
説
で
あ
ろ
う
と
も
、
観
念
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
し
か
な
い
と
し
て
い
た
。

÷

一
九
七
一
年
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
は
、
こ
の
点
で
自
信
を
も
つ
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
の
批
判
的
遭
遇
で
あ
り
、
ひ
と
つ
は
当
時
進
行
中

の
若
者
た
ち
の﹁
文
化
革
命
﹂と
の
新
鮮
な
出
会
い
、
そ
し
て
そ
れ
に
深
く
か
か
わ
る
ホ
ピ

や
ナ
バ
ホ
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
前
者
は
彼
女
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
で
は
あ
っ
た
が
、

そ
の
一
部
の
急
進
的
で
合
理
主
義
的
な
傾
向
に
は
大
き
な
疑
問
を
感
じ
、
ま
っ
た
く
異
な

っ
た
文
化
を
も
つ
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
深
く
考
え
る
契
機
と
な

時
代
を
先
駆
け
た
感
性
の
人

│
青
木
や
よ
ひ
の
生
涯
…
…
…
…
…
北
沢
方
邦

っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
に
関
連
し
て
は
い
た
が
、
後
者
は﹁
未
開
﹂や
東
洋
の
再
発
見
で
あ
り
、

近
代
の
合
理
主
義
や
そ
の
文
明
の
限
界
を
展
望
す
る
う
え
で
、
は
か
り
し
れ
な
い
影
響
を
受

け
た
よ
う
だ
。

÷

帰
国
後
彼
女
は
、
日
本
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
一
翼
を
に
な
う
執
筆
活
動
と
運
動
を
開
始

し
た
が
、
感
性
や
身
体
性
に
基
礎
を
置
く
そ
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
ア
メ

リ
カ
流
の
急
進
的
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
左
翼
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
総
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
ら
に
親
近
感
を
も
つ
女
性
記
者
た
ち
の
お
蔭
で
す
べ
て
の
メ
デ
ィ
ア
は
青
木
批
判

を
展
開
す
る
。
八
〇
年
代
の
終
わ
り
に
は
、
も
は
や
メ
デ
ィ
ア
に
は
執
筆
の
場
も
な
く
な

る
。
と
り
わ
け
近
代
批
判
を
開
始
し
、
そ
れ
を
超
え
る
文
明
を
提
唱
す
る
彼
女
の
言
説
は
、

有
力
メ
デ
ィ
ア
の
タ
ブ
ー
に
触
れ
た
と
し
か
思
え
な
い
。

÷

そ
れ
に
代
わ
り
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
救
い
と
な
る
。
す
で
に
五
九

年
に
そ
の﹁
不
滅
の
恋
人
﹂問
題
で
画
期
的
な
新
説
を
発
表
し
て
い
た
が
、
六
〇
年
代・七
〇

年
代
に
も
優
れ
た
芸
術
家
た
ち
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
批
評
的
な
読
み
な
お
し
を
は
じ
め
て
い

た
彼
女
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
論
争
か
ら
解
放
さ
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
研
究
に
専
念
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
四
年
、
ド
イ
ツ
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
彼
女

は
、
あ
る
著
名
な
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
、
い
ま
ご
ろ
な
ぜ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
の
？

と
問
い
か
け
ら
れ
、
憮
然
と
し
て
い
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
こ
そ
現
在
で
も
模
範
と
す
べ

き
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
あ
り
、
自
由
人
で
あ
り
、
そ
の
音
楽
は
近
代
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と

説
明
す
る
の
に
苦
労
し
た
よ
う
だ
。

÷

時
代
に
先
駆
け
る
も
の
は
、
生
前
の
非
難
や
黙
殺
と
引
き
換
え
に
、
や
が
て
死
後
の
栄

光
を
手
に
す
る
。
青
木
や
よ
ひ
の
評
価
は
、
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

 

│
写
真
撮
影
＝
新
井
翠
翹

 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

 

ピ
アノ・ソナ
タ
第
八
番ハ
短
調

 〈
悲
愴
〉作
品
一
三

　
あ
ま
り
に
も
周
知
の
こ
の
ソ
ナ
タ
に
つ
い
て
は
多
く
の

言
を
要
さ
な
い
。
自
筆
譜
を
は
じ
め
第
一
次
資
料
の
大
半
が

紛
失
さ
れ
て
い
る
た
め
、
成
立
の
正
確
な
日
時
は
特
定
さ

れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
近
年
の
ス
ケ
ッ
チ
等
の
研
究
か
ら
、

一
七
九
七
か
ら
八
年
に
か
け
て
創
作
さ
れ
た
と
い
う
の
が

定
説
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
作
品
九
の
弦
楽
ト
リ
オ
お
よ

び
作
品
一
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン・
ソ
ナ
タ
の
そ
れ
ぞ
れ
三
曲

セ
ッ
ト
と
平
行
し
て
書
か
れ
た
こ
と
と
な
る
。
一
七
九
九

年
秋
、
ヴ
ィ
ー
ン
の
ヨ
ー
ゼ
フ・
エ
ー
ダ
ー
社
か
ら
、
作

曲
者
自
身
に
よ
る︽
大
ソ
ナ
タ
　
悲
愴 G

rande Sonate 

pathétique

︾な
る
標
題
付
で
出
版
さ
れ
た
。
　

　
革
命
後
の
動
乱
が
未
だ
治
ま
ら
ぬ
ヴ
ィ
ー
ン
で
、
新
進
気

鋭
の
音
楽
家
と
し
て
の
地
位
を
順
調
に
確
立
さ
せ
た
時
期

に
あ
り
、
古
典
的
な
書
法
で
各
種
の
ソ
ナ
タ
を
創
作
し
て
き

た
彼
が
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
標
題
に
感
情
移
入
を
行
な
っ

た
理
由
と
し
て
ま
ず
思
い
つ
く
の
は
、
そ
の
後
の
一
生
に

わ
た
る
熾
烈
な
試
練
と
な
っ
た︿
難
聴
﹀の
発
病
で
あ
ろ
う
。

の
ち
に
友
人
の
内
科
医
や
牧
師
に
あ
て
た
書
簡
か
ら
逆
算

す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
一
七
九
八
年
の
初
頭
頃
そ
の
兆
候
が

現
れ
は
じ
め
た
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
語＂pathétique

＂

は
辞
典
に
よ
る
と﹁
感
動
的
な︵
苦
痛・
憐
憫・
恐
怖・
悲
哀
の

情
を
そ
そ
る
も
の
に
い
う
︶﹂と
あ
る
。
逆
境
を
前
向
き
に

受
け
止
め
、
能
動
的
に
立
ち
向
か
う
姿
勢
に
は
じ
め
て﹁
感

動
﹂が
生
ず
る
原
意
に
、
抽
象
化
さ
れ
た
作
品
の
本
意
を
重

ね
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身

の
手
で
付
さ
れ
た
標
題
は
、
ピ
ア
ノ・
ソ
ナ
タ
で
は
ほ
か
に

︽
告
別
︾作
品
八
一a
の
み
で
あ
る
。
な
お︿
難
聴
﹀と
当
ソ
ナ

プログ
ラムノ
ート

為本
章子

タ
に
関
す
る
さ
ら
な
る
記
述
と
し
て
、
青
木
や
よ
ひ
著﹃
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
﹄︵
平
凡
社
︶を
参
照
。

　
第
一
楽
章
　
ハ
短
調
　
グ
ラ
ー
ヴ
ェ 

C
拍
子
　
ア
レ
グ

ロ・デ
ィ
・モ
ル
ト・エ・コ
ン・ブ
リ
オ 

　
2
／
2
拍
子
。
前

半
が
反
復
さ
れ
る
比
較
的
典
型
的
な
ソ
ナ
タ
形
式
。
荘
重

な
グ
ラ
ー
ヴ
ェ
主
題
に
含
ま
れ
る
C
↓
D
↓
Es
の
旋
律
動

機
が
当
楽
章
の
第
二
主
題
の
ひ
と
つ
お
よ
び
展
開
動
機
な

ど
に
活
用
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
終
楽
章
に
も
循
環
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
注
目
に
値
す
る
。
第
二
主
題
は

変
ホ
短
調・
変
ホ
長
調
の
二
種
あ
る
が
、
短
調
の
ほ
う
は
ヘ

短
調
で
再
現
さ
れ
る
の
が
異
例
と
い
え
よ
う
。

　
第
二
楽
章
　
変
イ
長
調
　
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
カ
ン
タ
ビ
ー
レ 

2
／
4
拍
子
。
短
調
作
品
の
第
二
楽
章
に
主
調
の
長
三
度
下

の
調
、
つ
ま
り
下
属
調
の
平
行
調
を
と
る
の
は
、︽
第
五
交

響
曲
︾、︽
ピ
ア
ノ・
ソ
ナ
タ
︾作
品
一
〇
│
一(

い
ず
れ
も
ハ

短
調
！)

等
、
異
例
で
は
な
い
。
A︵a
b
a
︶B︵c

 c'
︶ A'︵a
︶

┼
コ
ー
ダ
の
三
部
形
式
を
と
る
。
両
端
楽
章
の
劇
的
な
悲
壮

感
と
は
対
照
的
な
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
指
紋
が
色
濃
く

刻
印
さ
れ
た
至
福
感
に
あ
ふ
れ
る
a
主
題
。
中
間
部
の

 c'
部

分
が
当
楽
章
の
変
イ
長
調
と
は
増
五
度︵
減
四
度
︶関
係
の

ホ
長
調
に
遠
隔
転
調
し
て
い
る
の
は
、
き
わ
め
て
示
唆
に

富
む
。

　
第
三
楽
章
　
ハ
短
調
　
ロ
ン
ド
　
ア
レ
グ
ロ
2
／
2
拍

子
。
A
B
A
C
A
B
A
┼
コ
ー
ダ
の
い
た
っ
て
典
型
的
な
大

ロ
ン
ド
形
式
。
ロ
ン
ド
主
題
の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
A
主
題
と
二
声
対
位
法
で
は
じ
ま
る
ス
タ
テ

ィ
ッ
ク
な
C
主
題
の
対
比
は
印
象
的
。
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
　

ディア
ベリ
の
ワ
ル
ツ
に
よ
る
変
奏
曲

ハ
長
調
作
品
一
二
〇 

　
出
版
業
者
か
つ
作
曲
家
の
A
・
デ
ィ
ア
ベ
リ
は
一
八
一
九

年
頃
、
ヴ
ィ
ー
ン
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
在
住
す
る
多
数
の
作

曲
家
に
自
作
の
ワ
ル
ツ︵
譜
例
②
︶を
主
題
と
し
た
変
奏
曲

を
委
嘱
し
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て︽
祖
国
芸
術
家
同
盟
　

Vaterländischen

　Künstlervereins 

︾な
る
標
題
の
も
と
に
、

大
規
模
な
変
奏
曲
集
を
出
版
す
る
企
画
で
あ
っ
た
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
依
頼
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ

た
。
お
り
し
も︽
ミ
サ・
ソ
レ
ム
ニ
ス
︾、
最
後
の
三
大
ピ
ア

ノ・
ソ
ナ
タ
、︽
交
響
曲
第
九
番
︾等
の
大
作
を
手
が
け
て
い

た
彼
は︿
そ
の
他
多
数
﹀と
横
並
び
の
こ
の
企
画
の
誘
い
を
、

に
べ
も
な
く
断
っ
た
。
ま
た
主
題
の
ワ
ル
ツ
を﹁
靴
屋
の
つ

ぎ
皮 Schusterfleck

﹂(

伝
A
・
シ
ン
ト
ラ
ー)

と
貶
し
て
い

た
と
も
い
う
。

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
最
終
的
な
結
果
は
、
意
外
に
も
変

奏
様
式
史
に
お
け
る
不
朽
の
名
作
の
誕
生
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
上
記
の
大
作
群
と
平
行
し
て
、
彼
は﹁
悪
魔
じ
み
た

陶
酔
状
態
﹂に
ひ
た
り
つ
つ
当
変
奏
曲
の
創
作
に
ふ
け
っ
た

と
い
う
。
そ
の
間
の
飛
躍
的
な
心
境
の
変
化
は
、
究
極
に
は

天
才
の
み
の
創
作
上
の
神
秘
に
属
す
る
領
域
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
一
八
二
三
年
六
月
、︽
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
ワ
ル
ツ
に
よ
る

三
三
の
変
奏
曲
︾作
品
一
二
〇
と
し
て
、
カ
ッ
ピ
＆
デ
ィ
ア

ベ
リ
社
か
ら
単
独
に
初
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に

︿
そ
の
他
多
数
﹀の
作
品
群
は
、︽
祖
国
芸
術
家
同
盟
︾第
二

集
と
し
て
作
品
一
二
〇
の
初
版
を
追
う
よ
う
に
同
社
か
ら

出
版
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
五
〇
人
の
作
曲
家
が
名
を
連
ね
、

そ
の
中
に
は
少
年
リ
ス
ト
、
F
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
チ
ェ
ル

ニ
ー
お
よ
び
皇
帝
ヨ
ゼ
フ
II
世
ら
貴
顕
の
作
品
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
　

　
変
奏
曲
に
お
け
る
伝
統
的
な
主
題
の
扱
い
、
そ
れ
は
主
題

の
輪
郭
、
音
楽
素
材
、
風
貌
、
印
象
、
性
格
等
が
大
な
り
小

な
り
下
敷
き
と
な
り
、
各
変
奏
の
本
質
的
な
底
流
を
な
す

も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
当
変
奏
曲
に
と
っ
て
主
題
は
下

敷
き
と
か
土
台
と
い
う
よ
り
は
、
そ
こ
か
ら
発
想
を
無
限
に

拡
大
、
展
開
、
敷
衍
、
飛
躍
さ
せ
、
万
華
鏡
の
ご
と
く
自
在

に
異
な
る
次
元
へ
と
変
質・
変
容
さ
せ
る
単
な
る
き
っ
か
け

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
ご
と
く
こ
の
作
品
の
標
題

は
、
先
立
つ
ピ
ア
ノ
変
奏
曲
ジ
ャ
ン
ル
の
二
一
の
曲
集
に
表

記
さ
れ
た＂variat(z)ionen
＂で
は
な
く
、＂Veränderungen

＂

と
銘
打
た
れ
て
い
る︵
辞
典
的
な
意
味
は
い
ず
れ
も﹁
変
化
﹂

で
あ
る
が
︶。
同
じ
く
変
奏
曲
で
過
去
に
J
・
S
・バ
ッ
ハ
の

か
の︽
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
︾が＂Veränderungen

＂の
表

記
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
と
示
唆
に
富
む
。

　
第
一
変
奏
か
ら
し
て
娯
楽
性
の
強
い
通
俗
的
な︿
ワ
ル
ツ
﹀

を
拒
否
す
る
ご
と
く
、﹁
荘
重
な
行
進
曲
　Alla M

arcia 

m
aestoso

﹂C
拍
子
で
開
始
し
、
最
後
の
第
三
三
変
奏
を﹁
メ

ヌ
エ
ッ
ト
の
テ
ン
ポ Tem

po di M
enuetto m

oderato

﹂で

し
め
く
く
る
。
全
体
の
三
分
の
一
強
に
あ
た
る
一
二
の
変

奏
が
ワ
ル
ツ
の
三
拍
子
で
は
な
く
、
二
拍
子
系︵
そ
の
う
ち

九
曲
が
C
拍
子
︶を
と
っ
て
い
る
。
主
題
の
本
質
を
辛
う
じ

て
留
め
る
各
変
奏
の︿
上
拍
開
始
﹀と︿
ト
ニ
カ
終
止
﹀さ
え
、

作
品
の
三
分
の
二
あ
た
り
か
ら
放
棄
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
舞

曲
の
特
性
で
あ
る
反
復
さ
れ
る
二
元
体
も
、
六
つ
の
変
奏
で

一
元
体
と
化
し
て
い
る
。

　
全
体
を
い
く
つ
か
の
区
分
に
分
割
し
て
展
望
し
、
構
成
的

な
道
筋
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
試
み
も
学
者
た
ち
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
合
意
を
得
て
い
る
の
は
、
第

一
～
一
〇
変
奏
を
第
一
区
分
、
第
二
九
変
奏
以
下
を
最
終

区
分
と
す
る
分
け
方
で
あ
る
。
第
一
〇
変
奏
が
属
音
お
よ

び
主
音
の
長
大
な
ト
リ
ル
で
保
続
さ
れ
る
終
止
感
の
強
い

最
初
の
一
元
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
段
落
を
形
成

す
る
と
み
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第
二
九
変
奏
以
下
も
、

作
品
全
体
を
総
括
す
る
凝
縮
さ
れ
た
深
遠
な
境
地
の
集
合

体
と
し
て
区
分
さ
れ
る
の
は
、
多
く
の
得
心
を
得
ら
れ
よ

う
。
そ
の
中
間
の
分
割
法
は
学
者
に
よ
っ
て
異
な
り
、
区
分

け
と
し
て
の
法
則
性
を
見
つ
け
図
式
化
す
る
の
は
難
し
く
、

作
曲
者
の
意
図
に
叶
う
か
否
か
も
不
明
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
主
題
に
現
れ
る
下
降
形
の
旋
律
動
機

︿
ド
↓
ソ
、
レ
↓
ソ
﹀と
、
前
年
に
完
成
さ
れ
た
か
の︽
ピ
ア

ノ・
ソ
ナ
タ
︾作
品
一
一
一
の
第
二
楽
章
の
主
題︿
ア
リ
エ
ッ

タ
﹀︵
譜
例
①
︶と
の
共
通
性
で
あ
る
。
テ
ー
マ
で
あ
る
か
ら

大
部
分
の
変
奏
に
種
々
な
形
態
を
と
っ
て
使
用
さ
れ
る
の

は
当
然
で
は
あ
り
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ︽
ド
ン・ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
︾の
ア
リ
ア﹁
昼
も
夜
も
休
む
間
な
し
﹂か
ら
引
用

し
た
第
二
二
変
奏︵
譜
例
④
︶な
ど
は
、
ユ
ニ
ゾ
ン
で
き
わ

め
て
顕
在
的
に
現
れ
る
。
し
か
し
作
品
の
要
と
も
い
え
る
第

二
〇
変
奏︵
譜
例
③
︶お
よ
び
、
こ
の
上
な
く
天
上
的
な
第

三
一
変
奏︵
譜
例
⑤
︶、
そ
し
て
最
後
の
第
三
三
変
奏︵
譜
例

⑥
︶で
は
こ
の
動
機
を
敷
衍
し
、
あ
る
い
は
内
声
に
包
み
込

ま
せ
て
い
る
点
は
意
味
深
い
。
あ
ま
り
に
も
次
元
を
異
に
す

る
五
つ
の
諸
相︵
譜
例
①
、
③
│
⑥
︶が
、
奇
し
く
も
同
一

の
動
機
か
ら
発
生
す
る
奇
跡
に
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
動

機
こ
そ
、
こ
の
曲
の
披
献
呈
者
、
ア
ン
ト
ー
ニ
ア・
ブ
レ
ン

タ
ー
ノ
へ
の
限
り
な
く
昇
華
さ
れ
た
愛
の
刻
印
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
青
木
や
よ
ひ
著﹃
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン︿
不
滅
の
恋
人
﹀の
探
究
﹄︵
平
凡
社
︶他
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
し
か
し
こ
の
作
品
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
、
様
式
、
手
法
等

を
楽
式
ま
た
は
和
声
的・
対
位
法
的
に
分
析
し
た
り
、
各
部

分
を
形
容
詞
等
を
駆
使
し
た
文
字
に
置
き
換
え
て
も
、
作
品

の
本
質
の
解
明
に
は
ほ
ど
遠
い
。
所
詮
、
言
葉
の
及
ば
ぬ
先

に
音
楽
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
の
は
ま
さ
に
こ
の
作

品
で
あ
る
。

譜
例
1
│︽
ピ
アノ・ソ
ナ
タ
︾作
品

111
第
2
楽
章︿
ア
リ
エ
ッ
タ
﹀

譜
例
2
│︽
ディ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾テ
ー
マ

譜
例
3
│︽
ディ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾第
20
変
奏

譜
例
4
│︽
ディ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾第
22
変
奏

譜
例
5
│︽
ディ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾第
31
変
奏

譜
例
6
│︽
ディ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
︾第
33
変
奏

1

3

4

5

6

2

プログ
ラムノ
ート

為本
章子
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ボンのベートーヴェンハウスが《ディアベリ変奏曲》の自筆譜を取得しました
÷

《ディアベリのワルツの主題による33の変奏曲》の自筆譜は、個人が所蔵し売りに出されていたもので、

ベートーヴェンハウスは取得を希望しつつも、資金難のため寄付を募っていました。

青木やよひの遺志もあり、本コンサートでの収益の一部を、この自筆譜購入の目的で

ベートーヴェンハウスに寄付をする予定でいましたが、思いのほか寄付の集まりが早かったようです。

そこで収益の一部は、《ディアベリ変奏曲》自筆譜購入に特定せず、

ベートーヴェン研究のさらなる発展を願って、ベートーヴェンハウスに寄付をすることにいたしました。

皆さまのご協力に感謝申し上げます。

÷

知と文明のフォーラム

［連絡先］─知と文明のフォーラム 東京支部　TEL/FAX 03─5477─2977

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
　

研
究
五
〇
年
余
の
す
べ
て
を
投
入
し
た
、
著
者
入
魂
の
遺
作
。
数
あ
る﹁
伝
説
﹂は

く
つ
が
え
さ
れ
、
ま
っ
た
く
新
し
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
が
誕
生
し
た
。
女
性
を
愛

し
、
魚
に
舌
鼓
を
打
ち
、
カ
ン
ト
や
イ
ン
ド
思
想
を
愛
読
す
る
、
隣
人
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
│
そ
の
内
面
の
軌
跡
と
作
品
と
の
関
わ
り
を
、
手
紙
・日
記
・会
話
帳
・友
人

た
ち
の
証
言
な
ど
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
臨
場
感
豊
か
に
描
き
出
す
。

平
凡
社
新
書
三
二
〇
頁　

定
価
＝
九
六
六
円︵
税
込
︶　

決
定
版 
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン︿
不
滅
の
恋
人
﹀の
探
究
　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
後
発
見
さ
れ
た
名
宛
人
不
明
の
一
通
の
手
紙
。
謎
に
満

ち
た
こ
の︿
不
滅
の
恋
人
﹀へ
の
手
紙
は
著
者
に
よ
っ
て
完
全
に
解
明
さ
れ
た
。

本
書
は
そ
の
過
程
を
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
記
述
す
る
。

平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
三
二
〇
頁　

定
価
＝一
二
六
〇
円︵
税
込
︶

ゲ
ー
テ
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
│
│
巨
匠
た
ち
の
知
ら
れ
ざ
る
友
情

一
八
一
二
年
夏
、
二
人
の
巨
匠
は
ボ
ヘ
ミ
ア
で
出
会
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ナ
ポ

レ
オ
ン
を
中
心
に
激
し
く
動
い
て
い
た
。
政
治
的
・
社
会
的
状
況
を
丹
念
に
踏

ま
え
、
全
く
新
し
い
視
点
で
二
人
の
生
涯
を
追
跡
す
る
。

平
凡
社
新
書
二
五
六
頁　

定
価
＝
九
〇
三
円︵
税
込
︶

〒
一
一
二
│
〇
〇
〇
一 

東
京
都
文
京
区
白
山
二
│
二
九
│
四　

電
話 
〇
三
│
三
八
一
八
│
〇
八
七
四

フ
ァ
ッ
ク
ス 
〇
三
│
三
八
一
八
│
〇
六
七
四　
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